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フィリップスの事業内容
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ロイヤル フィリップス

44%
ヘルスケア

33%
ライティング

23%
コンシューマーライフスタイル

創業 1891年

本社 オランダ アムステルダム

従業員105,000人以上

世界100ヵ国以上でビジネスを展開

214億ユーロ

2014年度 売上高
70%はB2Bビジネス

103億ドル

2014年度 ブランド価値

2014年12月末までの12ヵ月間の売上高実績に基づく
備考 ‐前年度の財務業績は、フィリップスから切り離した自動車用照明とルミレッズの
合併ビジネスにより修正されました。
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世界100ヵ国以上でビジネスを展開
フィリップスの地域別収益

新興国 北米 西欧 その他の
成熟市場

35% 31% 26% 8%

1 2014年12月末までの12ヵ月間の売上高実績に基づく
2 新興国は、米国、カナダ、西欧、オーストラリア、ニュージーランド、韓国、日本、イスラエルを除くすべての地域を含みます
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世界100ヵ国以上でビジネスを展開
フィリップスの7大マーケット

北米

64
億ユーロ

1 2013年度の売上高上位7マーケット

中国

29
億ユーロ

ドイツ

14
億ユーロ

フランス

9億1500万

ユーロ

英国

6億9200万

ユーロ

オランダ

6億6900万

ユーロ

日本

10
億ユーロ
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世界100ヵ国以上でビジネスを展開
４大陸に研究開発施設と製造工場を所有

北米
従業員数: 29.233人

研究開発施設: 22ヵ所
製造工場: 40ヵ所

欧州・中東・アフリカ
従業員数: 41.829人

研究開発施設: 21ヵ所
製造工場: 25ヵ所南米

従業員数: 3.189人
研究開発施設: 3ヵ所
製造工場: 6ヵ所

アジア
従業員数: 40.438人

研究開発施設: 13ヵ所
製造工場: 25ヵ所

1出典: フィリップスアニュアルレポート2013
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ユニークなリーダーシップポジション

超音波診断装置生体情報モニタ イメージガイド下
のインターベン
ション

睡眠および呼吸器ケアX線血管撮影装置

ヘルスケア

キッチン調理家
電

充電式
電動歯ブラシ

マザー＆
チャイルドケア

男性用
電気シェーバー

コンシューマー
ライフスタイル

コネクテッド・
ライティング

高出力LEDチップ自動車用照明業務用照明器具LEDランプ

ライティング

1 全世界、またはローカル市場においてナンバー1またはナンバー2ポジションのもの

ヘアケア製品
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日本でのビジネス展開について
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日本におけるフィリップス

•日本でのビジネススタート： 1953年7月

•株主/代表社員：ロイヤルフィリップス

•日本における３法人：
‐株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン

代表取締役社長：ダニー・リスバーグ

‐フィリップス・レスピロニクス合同会社
職務執行者社長：ダニー・リスバーグ

‐ボルケーノ・ジャパン株式会社
代表取締役社長：大澤潤一

•従業員数 (グループ全体) ：約2,100名

•国内拠点数 (グループ全体)：約80拠点
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ヘルスケア
ヘルスケアの未来を築き人々の生命を救う

日本での主なビジネス：

ヘルスシステムズ（病院用医療機器およびサービス）

‐画像診断装置（X線血管撮影装置、MRI、CT、核医学装置、X線一般撮影装
置、乳房X線撮影装置、超音波診断装置、血管内超音波診断装置、プレッ
シャーワイヤー）

‐患者ケア&モニタリング（生体情報モニタ、患者情報システム、AED・マ
ニュアル除細動器、モニタ用消耗品、MRI検査室用生体情報モニタ）

‐ヘルスケアインフォマティクスソリューション＆サービス（ヘルスケア
IT画像システム、イメージングクリニカルアプリケーションサービス）

‐カスタマーサービス

パーソナルヘルス（在宅医療）

‐呼吸器ビジネス（在宅・病院用人工呼吸器、在宅酸素療法、呼吸ケア用
品）

‐睡眠ビジネス（睡眠時無呼吸症候群検査・治療機器）

‐ホームモニタリング＆ホスピタル・トゥ・ホーム（緊急通報サービス）
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コンシューマーライフスタイル事業部
深い消費者インサイトとスマートテクノロジーを活かして

日本での主なビジネス：

パーソナルヘルス

‐パーソナルケア

•男性用グルーミング：シェーバー9000シリーズ、ボディ

グルーマー、ヘアカッター、ひげトリマー、ノーズトリ
マー

•女性用美容家電：ビザピュア（電動洗顔ブラシ）、ルメ
ア（光美容器）

‐オーラルヘルスケア（電動歯ブラシ・電動口腔洗浄機）

•ソニッケアーシリーズ

•ソニッケアーエアーフロス

‐キッチン調理家電

•ノンフライヤー

•ノンフライヤープラス

•ヌードルメーカー
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ライティング事業部
デジタル照明革命を牽引

日本での主なビジネス：

• 業務用照明器具

• LEDランプ

• プロジェクター用電球

• 特殊照明用ランプ（舞台照明用、殺菌用、医療用など）

• 植物育成用LED照明

• 一般消費者向けスマートLEDランプ

江の島灯台

スマートLEDランプ hue

フィリップスジャパンオフィス
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フィリップスが日本でビジネスを展開す
るにあたっての改善要望事項
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フィリップスが日本でビジネスを展開するにあ
たっての改善要望事項

• 国際標準との整合性 – QMSの相互承認と整合化

• 医療機器審査の更なる迅速化

• 償還価格の制度見直し

• 工事管理責任者の設置義務の見直し
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